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院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
の
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
の
財
政
赤
字
問
題
に
係
る
政
府
の

見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
の
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
の
財
政
赤
字
問
題
に
係
る
政

府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
近
年
の
医
療
の
高
度
化
等
に
対
応
す
る
た
め
必
要
な
施
設
及
び
医
療
機
械
を
迅
速
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
係
る
借
入
金
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
は
、
が
ん
、
循
環
器
病
な
ど
、
国
民
の
健
康
に
重
大
な
影
響
の
あ
る
特
定
の
疾
患
等
に
係
る
医
療
に
関
し
、
診

断
及
び
治
療
、
調
査
及
び
研
究
並
び
に
技
術
者
の
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
の
医
療
政
策
で
あ
る
高
度
か
つ
専
門
的
な

医
療
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
機
関
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
移
行
後
も
、
セ
ン
タ
ー
が
適
切
か
つ
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の

業
務
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
の
一
部
を
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

一



四
及
び
五
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
移
行
後
も
、
国
の
医
療
政
策
で
あ
る
高
度
か
つ
専
門
的
な
医
療
の
向
上
を
目
的

と
す
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
適
切
か
つ
安
定
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。

二


